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国内移入魚による生態系攪乱メカニズム究明とその監視手法の構築 

 

２．研究代表者氏名及び所属 

鬼倉徳雄（九州大学） 

 

３．研究実施期間 

平成19年～20年度 

 

４．研究の趣旨・概要 

 国外からの外来生物の侵入は生態系を攪乱するものとして注目されているが、国内

在来種が国内の他地域へ移殖されることによる生態的・遺伝的攪乱の影響については

一般に極めて軽視されており対策も進んでいない。純淡水魚の場合は水系ごとに隔離

され，地理的分化が進んでいるにも関わらず，漁業・遊漁目的で膨大な量の「有用魚

種」が全国の河川・湖沼に放流されることで，混入した魚種とともに在来生態系を著

しく攪乱している．そこで本研究では，九州北部の有明海沿岸クリーク地帯をモデル

ケースとして，国内移入魚が在来生態系におよぼす遺伝的・生態的影響を明らかにす

ることを目的とする．さらに，生態系攪乱の影響評価を行うモデル構築を行い，遺伝

的攪乱による地域固有性消失を最小限に留めるための効率的なモニタリング技術の開

発をおこなう． 

 具体的事例による国内移殖問題の啓発は，市民・行政等による対応を喚起すること

にもつながるため，日本国内の生物多様性保全に資することができる．また，注意を

喚起するだけでなく，移殖の影響を拡げないための技術開発は，国内・国外における

生物多様性保護に広く貢献することが期待できる． 

 

５．研究項目及び実施体制 

①国内移入魚による在来魚の種の多様性攪乱メカニズム究明，リスクの予測とモデル

化に関する研究（九州大学） 

②国内移入魚の異環境への適応性に関する研究（九州大学） 

③国内移入魚による遺伝的多様性攪乱メカニズムの究明とモニタリング手法の構築

に関する研究（岐阜大学） 



６．研究のイメージ 

 
国内移入魚による生態系攪乱メカニズム究明とその監視手法の構築 (RF-075)

国内移入魚＝別水系から運ばれた「日本産」淡水魚

何が問題なのか？

重篤な影響をもたらす外来種問題である！
しかし，「日本産」の移入であるために，
問題として認識されにくい．

・他地域から来た国内移入魚と生態的に競合する

・交雑によってそれぞれの地域固有の特徴を
持った淡水魚がいなくなる

・他地域から来た国内移入魚と生態的に競合する

・交雑によってそれぞれの地域固有の特徴を
持った淡水魚がいなくなる

しかし，国内移入によって・・・

日本列島形成の数百万年の歴史によって，

• 日本国内でも地域ごとに淡水魚の種類は異なる．
• 同種であっても，地域ごとに生態や形態が多様である．

早急に，１）国内移入の現状，２）地域固有の生態系への影響，３）遺伝的攪乱による地理的多様
性の消失，について研究し，具体例を明示することで生物多様性に与える悪影響を一般に理解し
てもらい，対策を提示する必要がある．

希少淡水魚が多いので保全の
緊急性が高い

琵琶湖などからの国内移入魚
が多い

琵琶湖水系とは同種でも遺伝的に異なる

サブテーマ２：
・移入魚の定着・非定着
環境要因の究明
・移入魚の定着可能性の
実験的検証

サブテーマ１：
移入魚・在来魚の詳細分布

サブテーマ３：
遺伝的攪乱の現状解明

総合評価

在来生態系への
影響解明

現状に適した遺伝的
マーカーの選定・技術改良

リスク予測のモデル化

生態影響・
定着範囲
の予測モデル

遺伝子攪乱監視システム構築

国内移入問題の現状把握と啓発

サブテーマ２：
・移入魚の定着・非定着
環境要因の究明
・移入魚の定着可能性の
実験的検証

サブテーマ１：
移入魚・在来魚の詳細分布

サブテーマ３：
遺伝的攪乱の現状解明

総合評価

在来生態系への
影響解明

現状に適した遺伝的
マーカーの選定・技術改良

リスク予測のモデル化

生態影響・
定着範囲
の予測モデル

遺伝子攪乱監視システム構築

国内移入問題の現状把握と啓発

国内移入生物の生態系への影響の明示と管理手法の提案による
国際的な生物多様性保護のためのモデルケースと技術提供

研究対象地域
モデルケースとしての九州北部


